
　都に住む人々の飲み水は井戸にたよっており、平城京内の調査では井戸が多

く発見されます。崩れないように井戸枠として木枠を組んでいます。縦板組

のものと横板組のも

のがあり、横板組の

ものには一辺が２ｍ

をこえるような大規

模なものもありま

す。この井戸は、一

辺が７０㎝と小さな

ものですが、井戸底

に小石や木炭を敷く

などていねいにつく

られていました。井

戸からは完全な形の

土器が多く出土しま

す。
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い ど わ く たていたぐみ

よこいたぐみ

横板組の井戸

井戸枠内の様子


